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市ホームページ：http://www.city.nagaoka.niigata.jp/
◆略字の見方
時＝日時・期日　  　場＝場所・会場　  内＝内容
講＝講師　　　　  　対＝対象・資格　  定＝定員・募集人数
￥＝料金・参加料　  持＝持ち物　　　  申＝申し込み
問＝問い合わせ
先着…先着順　　  　抽選…申し込み多数の場合は抽選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　注） 対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要（直接会場へ）
　 　の場合は、記載なし
◆申し込み方法
・電話、ファクス、Ｅメールの記載がある場合は、その方法で

申し込み可
・Ｈは、市ホームページの「イベントカレンダー」「募集情報」

で申し込み可
◆庁舎の表記
アオ＝アオーレ長岡　　市セ＝市民センター
大手＝大手通庁舎　　　さい＝さいわいプラザ

　毎号、記事にまつわる話を
長岡ゆかりのキャラクターや
動物が紹介します。

　今回は、和島地域
のマスコットキャラ
クター「なら王わし
麻呂くん」。平成６
年に生涯学習のマス
コットとして誕生し
ました。平成24年に
「わしま観光大使」
となり、さまざまな
イベントで和島地域
をＰＲしています。
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　平成16年10月23日に発生した中越大震災から14
年を迎えます。「犠牲になった方への追悼｣ ｢支援
への感謝｣ ｢復興への誓い」を地域で共有し、全
国へ発信するため、市民が主体となって復興イベ
ントを開催します。
担当＝地域振興戦略部大手Ｔ39・2515

中越大震災から14年
語り継ぐ、10.23

�21日㈰�
●長岡市錦鯉品評会
時正午～午後３時　場山古志支所前　問農水産政
策課錦鯉ブランド戦略室市セＴ39・2223

●牛の角突き
時午後１時から　場山古志闘牛場　￥高校生以上
2,000円　問山古志闘牛会Ｔ59・3933

�23日㈫�
●私たちの10.23を忘れない～献花・黙とう～
時午後１時～７時　場アオーレ長岡　内献花台の
設置、復興の灯り点灯　問地域振興戦略部Ｔ39・
2515

●山古志地域復興の集い
時午前９時～午後７時　場山古志体育館など　内
ありがとう広場（午前９時から）、復興の灯り点
灯（午後４時30分から）、追悼式典（５時50分か
ら）など　問山古志住民会議Ｔ59・2301

●ソングオブジアース2018　10・23追悼式典
時午後４時30分
～８時　場川口
運動公園　内キ
ャンドル点灯な
ど　問ＮＰＯ法
人にいがたから
みんなえがおに
Ｔ89・3627

▲慰霊と感謝の想いを込めた約400個
のキャンドル

山古志地域復興の集い

　ながおか若者会議で、バスケットボールを通
じてまちを盛り上げる方法を提案。新潟アルビ
レックスＢＢの池田雄一選手の前で、相手チー
ムのファンへのおもてなしやスニーカーフェス
など、個性的な企画を発表しました。（９月19日）

「バスケのまちづくり」、若者が提案

　県内全30市町村で構成する「市町村による原
子力安全対策に関する研究会」は、県と合同で
研修会を開催し、国から柏崎刈羽原子力発電所
の適合性審査の状況説明を受けました。
　国の説明に対し、市町村の担当者からは「審
査対象ではない１～５号機も含めて同時に災害
が起こった際の対応はどうするのか」「今後の審
査結果を住民に丁寧に説明するように」などの
質問や意見が出ました。
　代表幹事の磯田市長は国に対し「厳格な審査
と徹底した安全確保、自治体の避難計画の策定
や訓練などへの支援をしていただきたい」と要
望しました。

柏崎刈羽原発の審査を国に確認

　日本遺産「北前船寄港地・船主集落」のゆか
りの地が連携し、魅力を発信するフォーラムを
開催。全国から約400人が集まり、「寄港地交流」
「米百俵の精神」をテーマに観光振興策の白熱
した議論が交わされました。（８月31日）

「北前船」で交流人口拡大へ

　市は今後も研究会を重ね、国や県などと連携
して原子力安全対策に取り組んでいきます。
（８月28日）

　県と市町村の連携・協力を進めるため、花角
県知事と中越地域の６市町村長が市内で意見交
換しました。磯田市長は「産業と研究機関の集
積を活かし、中越地域を起業・創業の拠点にし
てはどうか」と提案しました。（９月14日）

市政の最近のできごとを紹介します。

　若者のＵ・Ｉターン就職促進のため、千葉工業
大学と連携した市内企業の見学会を行いました。
首都圏の１つの大学を対象にしたのは今回が初。
学生18人に、製造現場の見学や若手社員との座
談会で企業の魅力を伝えました。（８月29日）

首都圏の大学と連携を強化
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中越地域の未来を議論

▲市町村、国、県、事業者の担当者など約60人を前にあ
いさつする磯田市長


